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５日(日) 全商ビジネス文書実務検定

７日(火)～１０日(金)

前期中間考査

１２日(日) 全商ビジネスコミュニケーション検定

１３日(月)～１５日(水)

追考査

１７日(金) 第１回実用英語技能検定(準２級)

１８日(土) 第１回実用英語技能検定(２級･３級)

第６回公務員試験(３年)

第２回SPI 対策テスト(３年)

２０日(月) 図書館長期貸出(～30日)

３１日(金) 夏休み前全校集会

１日(日) 夏休み(～１６日)

５日(木) 教職員定期健康診断

１１日(火)～１３(木)

学校閉庁日

１７日(金) 夏休み明け全校集会

身だしなみ点検

夏休み明け課題テスト(18日)

２０日(木) 第２回漢字能力検定

２２日(土) 第１回実用英語技能検定2次(準２級)

第 3回道看模試(3年)

２３日(日) 第１回実用英語技能検定2次(２級･３級)

5月に予定しておりました内科検診は7月8月に行う予定です

小さなことを積み重ねて

校長 三 条 歩

世界中で猛威を振るい、収束の目処

が立たない新型コロナウィルス。日本で

は、医療崩壊を回避する見通しが立った

などとして、５月 25 日（月）に約１か月半

続いた緊急事態宣言が全面的に解除され、感染予防

と社会・経済活動を両立させる段階がスタートした。

北海道でも、こまめな手洗いや咳エチケット、換気を

はじめ「３つの密」を回避するための身体的距離の確

保など、新しい生活様式「新北海道スタイル」や、免疫

力を高めるために規則正しい生活を心かけることなど

「小さなことの積み重ね」が求められている。

「小さなことの積み重ね」と言えば、メジャーリーグで

活躍したイチローさんの「夢や目標を達成するには一

つの方法しかない。それは、小さなことを積み重ねてい

くこと。」という言葉を思い出す。道民の小さなことの積

み重ねが新型コロナウィルスの感染拡大を防止するこ

とを願っている。

また、高体連の大会などが中止となり、発表の機会

を失った３年次の皆さんにかける言葉も見つからない

が、生徒の皆さんには、一日も早く、新たな夢や目標に

向かって一歩を踏み出し、小さなことを積み重ねていく

ことを期待している。

生徒会執行部

ごあいさつ
～コロナウィルス感染予防に関わる休校があけて～

１５代目生徒会長の鈴木咲綾です。

今年の生徒総会では放送のみの

挨拶となってしまったので、総合学科

通信で改めて挨拶させていただきます。

今年の生徒会は３年生１０名、２年生１３名、１年生６

名の計２９名で活動しています。主に月曜日に各行事

運営などの話し合いなどを行っており、学年問わず仲

良く賑やかな生徒会です。

今年はコロナウィルスの影響で例年通りの学校祭

ができなくなってしまい、体育館で全校生徒が集まる

行事は密集となってしまうので、今はグラウンドででき

る行事を考えています。予定としては、１０月頃の秋

季大会に合わせて行事を行う方向で考えており、クラ

ス一丸となって楽しめるような内容ですので期待して

いてください。

必ず、皆さんが楽しかったと思える行事にしますの

で楽しみにしていてください。

例年通りに行える行事が少ないですが、３年生の

生徒会が中心となり残り少ない学校生活を少しでも

楽しめるよう一生懸命頑張りますので応援よろしくお

願いします。

https://illpop.com/png_season/aug01_a18.htm
https://illpop.com/png_season/july03_a14.htm


例年とは大きく異なる展開ですが、１年次生は今、総合学科最大

の特色である科目（系列）選択に向けたガイダンスが進められてい

ます。教務部・総合学科推進管理部からの概要説明、担任団による

各系列内容説明、３年生による経験談を交えた系列選択アドバイス･･･。

皆真剣に取り組んでいます。今後は、上級学校調べ、各教科による

科目説明、専門学校講師を招いての職業説明会、さらには卒業生によ

る「先輩の話を聞く」など、将来の目標設定のための学習が目白押し

です。

まだまだ不安定な世情ですが、東翔高校１年次生はしっかり将来を見つめています。

２年生は「インターンシップ」実施の一部を変更としました。感

染防止の為、９月に予定の就業体験のみ中止としましたが、それ以

外の学習は行われます。インターンシップで学ぶことは（就業体験

以外）すべて実施すると生徒たちと約束しました。

６～７月は「礼法指導」「事業所調べ」「電話応対練習」「履歴書書き」「礼状作成」、8月は

外部講師によるマナー講座、そのあとも模擬面接練習を行います。現在、希望する就業先を12グル

ープ（１５名ほど）にして、将来に渡って身に付けるマナーコミュニケーションを学んでいます。

私たちは、このインターンシップが地元企業の関係者の皆様に支えられていることを実感してい

ます。早期の西胆振地域、および北海道全体の経済回復を願うばかりです。

３年次生は現在、総合的な学習の時間を利用してキャリア学習の

集大成となる課題研究に取り組んでいます。この課題研究は、生徒

達が自ら課題を発見し、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、より

よく解決していくための資質・能力を育成することを目指しています。

生徒達は、４月から自分の興味関心に基づいたテーマを設定してい

ます。今後、そのテーマに沿って情報収集や調査・分析作業を行って

います。文献やインターネットから情報を集めるだけでなく、テーマ

によっては実際に実験をして検証してみる生徒や、アンケートを取っ

たりインタビューをしたりする生徒もいます。

11月にはコース別に調査研究したことをパワーポイントなどにまと

め、１人５分程度の発表を目指して制作し、12月には全体発表も予定

しています。

より良い発表になるようこの後も主体的に調査研究を進めて欲しいと思います。

４月・５月は、コロナウィルス感染予防のため休校が続きました

が、どの年次も進路や将来について考えを深めるための様々な行事

や活動がようやくスタートしました。その一部をご紹介します。


